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納涼祭の売店再編成。役員の負担軽減。高齢者対策など検討

町会は第 62回定期総会を 4月 29日に開催するが、 3月 10日開催した町会役員会は平成 30年度の
活動計画等について議論を開始した。町会からは懸案となつている問題や、新たな活動領域を拡大する取

案を最終確認する。

昨年まで焼き 愛会が行つていたが、平均年齢 82歳となつてこれ以上続けることは難儀で
あると返上してきた。焼き鳥屋は人気のある売店であり、閉店するわけに行かない。協力団体または同
好会、その他のグループ等で請け負って<れるところがあればお願いするが、それがない場合は売店の

4ヶ月足らず、知恵を出し含つて万全な体勢で納涼祭を迎えたい。

町会は毎年、日赤、社会福祉協議会、交通会員、「なで木」の 4つの募金活動を実施し、地域社会へ大
きな貢献をしている。役員の負担軽減が04ばれている中で、「なで木」は来年度から無事故祈願を希望
する個人が交通安全協会船田支部 (桑原部長)へ直接申し込み斡旋してもらう方式に変更する.

BI会のホームベージの「ギャラリー☆ふねだ」の参力0作品をはじめ、書道、ビーズ、手芸などを中心に、町

□                   
言」する。

昨年の敬老会文」象者 (了 5歳以上)が 309名 に達したように、年々高齢化が進んでいる。と<に日常生
活で不便を強いられている高齢者の実情を集約し、行政等関係部署への要請、町会独自の対応可能な分

今度の定期総会へ上記の一部改正を行うが、と<に防災活動については町会と協力団体としての自主防
災会との関係が混同していることから、自主防災会規約の一部見直しを行うことにした。具体的にはPO・
田BI会自主防災会のなかに、防災活動を円滑に運営するために運営部 (防災部)を設置する。船田BI会自
主防災会は規約に沿つて、毎年総会を町会の定期総会に含わせて開催し、防災活動方針を決定する.

□

衿

□お悔やみを申し上げます
1区 長谷川 艶様 (事年 90歳)ご 逝去(1月 16日 )
4区 鈴木 季雄様 (事年 90歳)ご 逝去(2月 13日 )

□ 220人以上が参力0して「子ども餅つき大会&歓送迎会」
3月 4日 (日 )、 会館前の梅の花が散る中で子ども会の歓送迎会&餅つき大会が行われた。歓送迎会には
今年小学校に入学する児童と、卒業して中学に入学する児童をはじめ 100名以上の子どもたちが参力0
して楽し<交流しあった.餅は昨年同様に8日、豚汁も大鍋 2つ作つたが、昨年を上回る参力0者で足り
な<なるのではないかと役員が心配するほど盛況だつた。

国会員名簿の完成は5月下旬以降
船田町会名簿は当初、4月下旬完成を目標に取り組んできた。しかし、今度の定期総会で会貝」や規約、
規程類の改正を行い会員名簿に掲載するために、E椰刷が総会後となる。従つて、金世帯への配布時期は
5月下旬以降となりますのでご承知下さい。
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お持ちいただ<もの ☆使用中の自熱電球21固以上 ☆本人確認書類 (運転免許証、健康保険証)

平成 30年度町会活動への新たな提起 !


